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?  労者と云・って色過言・でないと信じますゅ

山鳥先生ば小企の朝鮮I時代の盟友三関谷が侭の誠学

兵庫県の生物界の進歩発達に多大の貢獄のあった阿

官i時党旋学官室でお自にかかった? ゴけであるが御影間

部、田代. 山鳥、矢倉 4先生の業績を迫慕しととに認

念号発刊に際し巻頭の畔を捧れるほ光栄の a り七・あ
心。 錦、明沼女子師範の焔(1防教仰をせられて多数の初年玉虫

科教員をきを成主? れ門下から著名な生物数附が問で居

る，其の後西芦定毒事女学校長時代、県の天然記念物調査

委員となられて西下〈玄な〈想定候補の宍然記念物を 1

調査きれ写宍入りの立汲な調査報告書が日iて居る。私

阿部先生は多年姫路中学校の博物教員として熱心に

教慨をとらるると共昭和 6年に兵庫県博物学会を創設

きれI司14年まで会タとし叉年 2 図の会報の発刊に尽力

きれ毎号有溢な論文が多努( ) 旦て生物教育界に叉博物学

は之の後をついで現ポ迄の突然女化財の調査委員とな

って居' f r . が該報告書が非常な参考資料止なり感謝し
が

物学会長なとられ博物収普及にカめちれ之の『六甲、

第 1 図溺著書学術調査研究団の熱河のさ手術探検に動物班

の主任として参加し調査後鉱路に帰省した処阿告f . 先生

摩耶山植物日銀』ゃ『六甲 IfJ植物』買rio苦・物をJlI版き会と同教育会共問主催の下に『熱河の学術探検に就

れ県の植物教育及植物調査に多大の貢献をされ九恩人て』の題で講演をし朝日新聞綴影のi巧探検の映画が会
と称すぺきである。聞きれ盛会でした。主主の際、先生は非常に骨折ちれ成
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矢倉先生IJ:小企1 回色お目にかかったととはないが効であったと思いまナ。それが御縁で博l/"bl学会顧問に

推薦され毎号雑誌を送って浮き郷里の博物ヴ: 会の活躍 貝類学者平瀬信太郎氏かち之の風貌を承り帰省の際・

耳をお目にかかりたく思っていたが之の機会を得なかっ

たのは今何残念に，思って居230 先生は有効ーの貝類蒐集

がわかり叉私の『馬の進化と朝鮮J尽』の論文色殺せて

厚き御愛1 m にあづかった。奨に先生は県の博物学会の

家で犬i E . 時代舞子に貝類館をつくり公開して貝類知識発達に身命を賭して事仕せられた姿が今伶眼前に浮ぴ

普及にカめると共に貝類を研究され兵庫県貝類目録を追慕おく官Eはざる色のがある。
〆〆

鏑され新種色多数発表されて居る。間代先生は小生用手日10年頃京都犬学植物日rr菜室で初

‘ 
か〈の如 <4先生共に兵庫県の生物を対象 e して調

査E符究発表されたととが多く共の業践の詳細は会詑に

; 於て各々縁故のある会員各位によりて紹介さるるが如

めてお目にかかった之の燦京都大学所蔵のUit1軒浜本30
万点の中10万点が先生自らの御採集製作と1去り之の偉
穴なさ長践に頭の下る忍を致しました。兵蕗尽には昭和

5年から18年頃まで毎年かかさ寸、1 . 2 回各: 貨を係集調 〈窓i幸子であるので其の功肢を永廷に後世にのとナぺく
ととに詑念* 悼号を刊行して之の遣業を偲ぴ後進の玲査され足跡至らざる所なく後進を上く指導され兵庫県
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• 窃を促ナ次官移で< ! ! ;る。の採集会が今伶盛んに行はれて居るのは先生. の御指導

t  

の賜物と思います。之れで兵庫県値物調査の策ーの坊



( 昭和15年10月13日)
於諏訪山小学校

上治寅次郎
魚崎茂子
室井紳
竹中茂
八十川佼夫
古川博二
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周年記念総会
3 川崎 E 悦 4 故回代善太郎
8 市川幸兵衛 9 大浦茂樹
13 紅谷進二 14 大井良次
18 建部恵滴 19 奈佐修理
23 倉橋一三 24 森本義夫
2 8 問中 浮 2(} 故武藤留之助
33 34 春成好成
3 8 畑 道則 3 9 中村重三

10 勝博
2 陛井初治
7 故矢倉和三郎
12 秘本義一
17 田中金吾
22 竹村修
27 牟川守世
32 春名利雄
37  

1 故安井喜太郎
6 故阿部良平
11 井上三義
16 醸回親章
21 中山二郎
26 川崎秀次
3t 井上貞三郎
羽田中乗治

/ 昭和16年11月1
¥ ; 於神戸ー中/

5 故山鳥吉五郎
10 
]5 延原幸一
20 室井綿
25 古川博二
30 故鈴木与五郎
35 
40 河合
45 古林
50 故吉田
55 
60 

明
実
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山鳥先生還暦祝賀会

4  J [ ( 村多実二
9 故安井喜太郎
14 森重夫
19 宇野確雄
24 片山 E 夫
2 9 紅谷進二
34 大井良次
39 田中兼治
44 
49 
54 
59 

〈表中誤がありましたら編集子宛御知らせ下さい〉

薪原繁太郎
井上三義
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久男高井

2 市川幸兵衛
7  郷 芙美枝
12 陶久雪衛
17 加藤勝郎
22 野中保一郎
27 真島直澄
32 竹中茂
37 栗本義郎
42 
4 7  
5 2 中山二郎
57 故小山田稲麿

1 今西清
6 埴生操
11 建都恵潤
]6 故横山賀前
21 長岡金司
26 森本義夫
31 広安丈一
36  
41 
46 
51 
5 6  

昇十郎山本



兵庫県中学教育博物学会総会 ( 昭和1] 6年 5 月於神戸一中 )
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兵庫県博物挙会 20週年記年総会( 昭和 15年 10 月於諏訪山小学校 )
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